
 

 現本部が丸飲みし、御用組合になったと喧伝される６項目とは？               
 

  

６項目とは、３月９日申１５号「２０１８年度賃金引き上げに関する申し入れ」第２回交渉で

会社から見解を求められた以下の６項目です。 

  

① 労働組合のことに介入できないが、紛争状態の根源的な解消を図り労使間の諸問題は話し合いで

解決すること 

② 業務改革の効率化施策の実行に向け、スピード感を持って進めること 

③ ３６協定の短期締結が現場を疲弊させ、苦労させ、不安を与えていることを認識し、３６協定を安定

的に締結すること 

④ ＭｙProject などの職場の業務改善、自己啓発活動を尊重すること 

⑤ 脱退した社員への嫌がらせ、残留の慫慂、非協力の教唆はやめて職場規律を維持すること 

⑥ 「不当労働行為」という事実と異なる喧伝はやめること 

 

この６項目を丸飲みすれば、御用組合になるようですが、私たちは丸飲みせず、真摯に会社

と向き合って議論をしてきました。なぜ、この６項目で御用組合となるのでしょうか？ 

以下、２０１８年３月１３日発行『業務部速報№７１』の抜粋を掲載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


